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第１回ベネッセ・駿台 大学入学共通テスト模試

実施結果を踏まえた共通テスト対策指導のご提案

第3問 問5 ［20］

正解率 42.0％
SS60～65 80.1％
SS55～60 60.4％
SS50～55 42.4％
SS45～50 30.1％

第３問 Ｂ 問５ 解答番号20物 理

会話文に沿って考察する問題で、各学力層で差がついた

2023年度第１回ベネッセ・駿台
大学入学共通テスト模試
「物理」
受験者数： 98,461人
平均点： 50.0点
標準偏差： 21.5

【出典】 問題・集計結果データともに、202３年度「第１回ベネッセ・駿台大学入学共通テスト模試」より。
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実施結果を踏まえた共通テスト対策指導のご提案

第３問 Ｂ 問５ 解答番号20

第３問Ｂ問５は、ドップラー効果に関する知識と、与えられた会話文中の内容を
もとに、レースカーの速さの求め方について考察する問題でした。会話文から
レースカーと測定器をモデル化したようすを把握するとともに、音の振動数や
レースカーの速さについて、会話文の流れに沿って考察する必要があり、各学
力層で正解率に差がみられました。

共通テストでは、身のまわりの物理現象や実験などの題材について、会話文
や説明文などの文章に沿って考察を進めていく問題がみられます。これらの
問題に対応するためには、記述されている内容を理解し、問われている内容に
応じて関連する知識を引き出せるよう、問題演習にくり返し取り組ませることが
有効と思われます。その際には、1設問中のみに会話文があるような比較的
短い文章が扱われている問題からはじめて、徐々に文章の分量を増やしたり、
図や表が盛り込まれているものに取り組むなど、段階的にレベルを引き上げ
ていく必要があると考えます。また、提示された現象やデータなどから考察に
取り組ませるとともに、考察した内容を複数人で共有させ、まとめ、発表させ
るなどのご指導も有効と思われます。

結 果 分 析

指導の ご提案

物 理

実戦形式の類題演習の
ご提案ページへ

会話文に沿って考察する問題で、各学力層で差がついた

https://www.learn-s.co.jp/com/pdf/pg/info/231027/231027phy_2.pdf
https://www.learn-s.co.jp/com/pdf/pg/info/231027/231027phy_2.pdf

